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春
秋
に
道
路
補
修
を 

昭
和
二
十
年
代
頃
は
、
道
路
の
補
修
は
村
の
財
政
で
は
十
分
に
で
き

ず
、
春
と
秋
年
二
回
、
区
民
の
勤
労
奉
仕
で
道
普
請
と
い
う
名
称
で
補
修
を
し
て
い
ま
す
。 

 

道
路
の
状
況
の
見
立
を
し
、
普
請
日
に
は
補
修
の
土
砂
を
運
び
、
万
能
や
じ
ょ
れ
ん
で
修

理
を
し
た
の
で
す
。
二
十
五
年
に
は
、
手
当
は
一
戸
当
た
り
一
円
、
出
不
足
金
は
五
十
円
で

実
施
し
て
い
ま
す
。 

  

藤
ノ
木
学
校
道
改
修 

二
十
八
年
に
は
、
藤
ノ
木
の
道
路
を
改
修
し
て
い
ま
す
。
こ
の
道
は
、

耕
地
内
の
通
学
道
路
で
、
し
か
も
生
活
道
路
と
し
て
も
大
事
な
道
で
、
重
点
的
に
改
修
す
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
道
幅
は
約
一
・
五
㍍
で
、
荷
車
や
運
送
車
が
通
れ
る
程
度
で
、
輪

道
以
外
に
は
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

雑
木
林
を
通
る
道 

こ
の
道
は
、
昭
和
二
年
の
地
図
に
よ
る
と
、
藤
ノ
木
か
ら
北
進
し
、
下

長
尾
の
東
北
端
で
飛
騨
道
（
橋
場
道
）
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
四
郎
兵
衛
堰
（
藤

ノ
木
堰
）
と
藤
左
衛
門
堰
と
の
間
は
、
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
雑
木
林
で
「
太
田
屋
林
」
と

呼
ば
れ
、
学
校
道
は
そ
の
中
を
通
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
頃
小
学
生
だ
っ
た
方
の
記
録
に
は
「
春
か
ら
秋
に
か
け
て
青
葉
の
茂
る
頃
は
昼
間
も

薄
暗
く
、
登
校
時
は
急
い
で
通
っ
た
」「
た
だ
、
下
校
時
は
こ
の
林
は
最
高
の
遊
び
場
で
、
遊

ん
で
帰
っ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
あ
り
、「
正
月
の
三
九
郎
の
時
は
、
こ
の
林
か
ら
ク
ヌ
ギ

の
木
を
伐
っ
て
き
て
作
っ
た
」
と
も
記
し
て
い
ま
す
。 

 

区
の
道
路
費
で 

二
十
八
年
頃
に
は
、
太
田
屋
林
の
学
校
道
の
東
は
水
田
化
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
西
に
は
林
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
学
校
道
を
舗
装
す
る
費
用
は
、
村
か
ら
の
助
成
金

が
少
な
い
の
で
、
区
の
道
路
費
二
千
五
百
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
道
は
約
三

十
年
後
に
四
㍍
の
完
全
舗
装
に
な
り
ま
し
た
。 

 

昭和 2年地図（堰名等挿入） 
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上
水
道
の
敷
設
事
業 

昭
和
二
十
九
年
、
三
郷
村
に
な
っ
て
の
大
き
な
事
業
の
一
つ
に
上
水

道
の
敷
設
が
あ
り
ま
す
。 

 

三
十
年
十
一
月
二
十
八
日
、
区
の
評
議
員
会
で
は
、
事
業
の
現
況
の
報
告
を
受
け
、
経
費

の
一
部
短
期
借
り
入
れ
募
集
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
十
二
月
二
十
三

日
の
評
議
員
会
で
は
、
工
事
の
細
部
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。 

о

水
道
敷
設
の
七
日
市
場
労
力
計
画
は
、
二
、
六
七
三
㍍
で
一
戸
約
二
三
㍍ 

о

作
業
に
出
動
出
来
な
い
人
は
、
一
㍍
穴
掘
り
六
八
円
、
埋
戻
し
五
八
円
で
精
算 

о

家
庭
へ
の
引
き
込
み
工
事
は
組
内
で
相
談
し
て
決
め
る 

な
ど 

苦
労
し
た
穴
掘
り 

工
事
は
、
冬
期
間
を
利
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
戸
で
は
定
め
ら
れ 

た
場
所
の
石
灰
が
引
か
れ
た
区
間
を
、
つ
る
は
し
・
シ
ャ
ベ
ル
等
で
穴
を
掘
り
ま
し
た
。
冬
、

堅
い
道
を
掘
る
の
は
大
変
で
し
た
。
な
か
で
も
、
諏
訪
神
社
西
側
の
道
は
、
杉
や
松
の
大
き

な
根
が
あ
り
と
て
も
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
穴
掘
り
が
終
わ
る
と
同
時
に
業
者
が
水
道
管
を

敷
設
し
、
埋
め
戻
し
て
工
事
は
終
了
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
三
十
年
か
ら
三
十
一
年
に
か
け
て
上
水
道
が
完
成
し
、
ど
こ
の
家
庭

で
も
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
き
れ
い
な
水
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
水
を
見
た
人
々
の
歓
喜

の
声
を
あ
げ
る
顔
が
浮
か
び
ま
す
。 

歴
史
を
語
る
漉
し
井
戸
跡 

上
水
道
が
で
き
る
ま
で
は
、
人
々
は
漉
し
井
戸
か
ら
バ
ケ
ツ
で

水
汲
み
を
し
て
台
所
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。
漉
し
井
戸
は
、
家
の
近
く
を
流
れ
る
川
（
セ
ン

ゲ
）
の
端
に
沿
っ
て
土
管
を
埋
め
て
、
こ
こ
に
浸
透
し
て
く
る
水
を
砂
利
や
木
炭
に
よ
っ
て

ろ
過
し
て
き
れ
い
に
す
る
も
の
で
す
。 

昨
年
、
「
七
日
市
場
の
歴
史
を
学
ぶ
会
」
で
は
区
内
の
漉
し
井
戸
調
査
を
し
、
設
置
さ
れ

て
い
た
八
八
か
所
を
確
認
し
て
地
図
上
に
記
し
ま
し
た
。 

な
お
、
漉
し
井
戸
の
姿
は
、
今
も
布
山
弘
さ
ん
（
写
真
）
と
布
山
幹
夫
さ
ん
、
等
々
力
克

夫
さ
ん
方
に
見
ら
れ
ま
す
。 
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頭
観
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馬
頭
観
音
の
整
備 

昨
年
十
二
月
、
七
日
市
場
水
環
境
保
全
組
合
は
、
堰
下
の
馬
頭
観
音
群
を
、
七
日
市
場
区
、

「
七
日
市
場
の
歴
史
を
学
ぶ
会
」
等
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
環
境
保
全
と
文
化
財
保
存
の

た
め
に
整
備
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
馬
頭
観
音
群
は
、
平
成
十
八
年
刊
行
の
『
三
郷
村
誌Ⅱ

村
落
誌
編
』
の
編
纂
時
に
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
区
有
地
墓
地
の
端
と
及
木
堰
水
路
敷
の
草
む
ら
に
あ
り
、
土
に
埋
ま
っ
て

い
る
も
の
も
多
く
、
群
と
し
て
記
録
さ
れ
ま
し
た
。 

 

特
色
多
い
観
音 

そ
の
後
、「
七
日
市
場
の
歴
史
を
学
ぶ
会
」
で
は
、
区
内
の
石
仏
な
ど
の

調
査
・
研
究
を
進
め
、
堰
下
の
馬
頭
観
音
に
つ
い
て
も
、
き
ち
ん
と
調
査
を
し
て
冊
子
等
に

ま
と
め
て
き
ま
し
た
。 

 

結
果
は
全
体
二
六
基
中
、
彫
像
碑
は
一
一
基
、
文
字
碑
は
一
五
基
。
一
番
古
い
も
の
は
文

化
十
五
年(

一
八
〇
八)

の
彫
像
碑
で
、
文
字
碑
は
文
政
元
年(
一
八
一
八)

の
く
ず
し
字
で
馬

頭
観
音
世
音
と
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
一
番
大
き
な
も
の
は
高
さ
八
〇
㌢
の
文
字
碑
で
、
多

く
は
四
〇
か
ら
六
〇
㌢
位
で
す
。
特
色
と
し
て
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
坐
像
が
あ
り
、

蓮
華
台
に
坐
り
三
郷
に
は
他
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
文
字
碑
に
「
馬
頭
尊
」
が

あ
り
、
尊
と
記
さ
れ
た
も
の
は
三
郷
に
二
基
し
か
な
い
貴
重
な
碑
で
す
。
他
に
は
、
二
頭
の

馬
を
祀
っ
た
も
の
が
二
基
あ
る
の
も
特
色
で
す
。
な
お
、
建
立
者
氏
名
が
わ
か
る
も
の
が
七

基
あ
り
ま
す
。 

 

堰
下
へ
の
移
動 

堰
下
の
馬
頭
観
音
は
、
昭
和
四
十
年
代
頃
ま
で
は
、
現
在
地
か
ら
北
西
へ

約
一
〇
〇
㍍
の
及
木
堰
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。
幕
末
こ
ろ
ま
で
近
く
に
馬
捨
場
が
あ
り
、
そ

の
近
く
に
馬
へ
の
感
謝
と
霊
を
祀
る
た
め
に
建
立
さ
れ
て
き
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
明

治
に
な
り
馬
捨
場
は
耕
地
に
な
り
、
馬
頭
観
音
も
忘
れ
か
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
馬
頭

観
音
は
道
路
拡
幅
等
の
と
き
に
堰
下
の
現
在
地
に
移
動
さ
れ
、
慰
霊
と
保
存
が
図
ら
れ
て
き

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 
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三
郷
の
約
一
五
㌫ 

三
郷
郷
土
研
究
会
の
石
仏
グ
ル
ー
プ
の
馬
頭
観
音
調
査
で
は
、
現
在
、

三
郷
全
体
で
は
二
六
一
基
で
す
。
そ
の
内
、
七
日
市
場
は
三
九
基
で
、
楡
五
四
基
、
中
萱
四
〇

基
に
つ
い
で
多
く
、
三
郷
全
体
の
約
一
五
㌫
を
占
め
ま
す
。 

 

種
別
と
時
代
別 

種
別
で
は
、
彫
像
碑
が
一
六
基
（
立
像
一
五
基
、
坐
像
一
基
）
、
文
字
碑

が
二
三
基
で
す
。 

時
代
別
で
見
ま
す
と
、
江
戸
一
二
基
、
明
治
八
基
、
大
正
三
基
、
昭
和
一
基
で
、
時
代
不
明

が
一
五
基
に
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
中
で
は
、
天
保(

一
八
三
〇
～
一
八
四
三)

が
五
基
と
多

く
、
次
い
で
安
政
（
一
八
五
四
～
一
八
五
九
）
の
三
基
で
す
。 

 

地
域
建
立 

大
き
い
碑
は
、
西
木
戸
観
音
原
に
あ
る
文
字
碑
で
、
高
さ
１
２
０
㌢
幅
８
０
㌢

で
す
。
文
化
二
年(

一
八
〇
五)

建
立
で
、
明
治
四
十
二
年
に
再
建
さ
れ
、
銘
文
に
七
日
市
場
と

あ
り
ま
す
。
次
は
、
中
村
観
音
原
の
高
さ
１
０
８
㌢
の
文
字
碑
で
す
。
天
保
十
三
年(

一
八
四

二)

建
立
で
、
銘
文
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
番
目
は
藤
ノ
木
の
文
字
碑
９
２
㌢
で
、
弘
化
四
年(

一

八
四
七)

建
立
で
す
。
銘
文
に
藤
木
中
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
文
字
碑
は
、
銘
文
や
大
き

さ
、
建
立
場
所
な
ど
か
ら
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
建
立
し
、
み
ん
な
で
お
参
り
を
し
て
き
た

と
思
わ
れ
ま
す
。 

個
人
建
立 

そ
の
他
の
馬
頭
観
音
は
、
大
き
さ
も
四
〇
～
六
〇
㌢
位
が
多
く
、
個
人
で
建
立

し
て
愛
馬
に
感
謝
し
霊
を
祀
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
堰
下
の
群
集
の
他
は
、
家
の
前
や

屋
敷
内
、
土
手
な
ど
に
あ
り
、
個
人
名
の
あ
る
も
の
が
十
二
基
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
ま

す
。 

 

多
い
理
由 

七
日
市
場
に
馬
頭
観
音
が
多
い
こ
と
は
、
江
戸
時
代
は
薪
や
刈
敷
な
ど
を
、
小

倉
北
山
や
南
黒
沢
山
等
遠
方
か
ら
取
っ
た
こ
と
や
、
中
馬
稼
（
運
送
業
）
な
ど
も
関
係
す
る
と

考
え
ら
れ
、
今
後
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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和
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の
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西
木
戸
の
道
祖
神
祭
り 
「
七
日
市
場
の
歴
史
」
六
で
、
七
日
市
場
に
は
四
基
の
道
祖
神
が
あ
る
こ
と

を
記
し
ま
し
た
。
み
な
江
戸
時
代
後
期
の
建
立
で
、
外
か
ら
の
悪
霊
を
防
ぎ
、
縁
結
び
・
子
宝
・
五
穀

豊
穣
・
旅
の
安
全
を
守
る
神
様
と
し
て
村
人
に
親
し
ま
れ
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

西
木
戸
で
は
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
頃
ま
で
道
祖
神
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

昭
和
十
五
年(

一
九
四
〇)

頃
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
が
、
子
供
仲
間
と
い
っ
て
一
月
の

御
柱
・
三
九
郎
に
参
加
し
ま
し
た
。 

御
柱 

御
柱
は
一
月
七
日
、
道
祖
神
前
の
広
場
に
立
て
、
二
十
日
に
倒
し
ま
し
た
。
蚕
影
神
社
の
社
殿

で
大
人
が
御
弊
や
縄
綱
な
ど
を
作
り
、
子
供
は
お
祝
い
の
俵
を
大
人
の
指
導
で
作
り
ま
し
た
。
御
柱
を

立
て
る
時
は
、
子
供
た
ち
が
区
内
を
「
御
柱
立
て
る
で
寄
っ
と
く
れ
、
出
な
け
り
ゃ
出
不
足
○
○
円
だ
」

と
い
っ
て
触
れ
回
り
ま
し
た
。
お
祝
い
の
俵
は
、
子
供
た
ち
が
新
婚
の
家
や
初
子
誕
生
の
家
へ
「
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て
投
げ
入
れ
、
ご
祝
儀
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
年

長
の
家
に
集
ま
り
、
ご
祝
儀
を
分
け
雑
煮
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。 

三
九
郎 

三
九
郎
は
、
一
月
十
四
日
に
近
く
の
田
圃
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
門
松
納
め
の
日

か
ら
各
家
を
回
り
、
門
松
や
し
め
縄
飾
り
・
だ
る
ま
な
ど
を
集
め
ま
し
た
。
そ
し
て
柳
の
木
や
わ
ら
な

ど
と
い
っ
し
ょ
に
し
て
小
屋
を
作
っ
て
遊
び
、
三
九
郎
の
当
日
に
は
、
夕
方
区
内
を
大
声
で
三
九
郎
を

触
れ
回
り
ま
し
た
。
火
は
年
長
者
が
つ
け
、
子
供
た
ち
は
、
歌
を
歌
っ
て
回
り
ま
し
た
。
そ
し
て
後
で

柳
の
枝
に
つ
け
た
繭
玉
だ
ん
ご
を
、
焼
い
て
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。 

行
事
の
終
わ
り 

道
祖
神
広
場
に
あ
る
蚕
影
神
社
で
は
、
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
講
仲
間
に
よ
り
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
こ
の
祭
り
も
、
御
柱
・
三
九
郎
と
共
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。
農
家
の
兼
業
化

や
転
入
者
の
増
加
、
子
供
た
ち
の
遊
び
の
変
化
、
さ
ら
に
は
道
祖
神
前
の
道
路
の
拡
幅
な
ど
が
影
響
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

35㎝程のお祝いの俵 

 



「七
日
市
場
の
歴
史
（第
三
十
六
回
）」 

昭
和
後
期
の
七
日
市
場 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 

 圃
場

ほ
じ
ょ
う

整
備
の
取
り
組
み 
七
日
市
場
の
昭
和
後
期
の
大
き
な
出
来
事
の
一
つ
に
、
圃
場

ほ
じ
ょ
う

整
備
が

あ
り
ま
す
。
上
の
写
真
は
平
成
十
七
年
の
も
の
で
す
。
広
い
田
ん
ぼ
が
並
び
、
道
路
や
用
水
路

も
真
っ
す
ぐ
な
も
の
が
多
く
目
に
つ
き
、
整
然
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
十
一
年   

（
一
九
九
九
）
、
南
部
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
が
完
成
し
て
か
ら
で
す
。 

以
前
の
多
様
な
形
の
田 

下
の
写
真
は
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
の
七
日
市
場
で
す
。

田
の
形
は
横
長
が
多
い
で
す
が
、
大
小
様
々
で
曲
が
っ
て
並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
庄
野
堰
も

緩
や
か
に
曲
が
り
く
ね
っ
て
お
り
、
枝
堰
か
ら
取
水
す
る
田
の
数
が
多
い
こ
と
も
分
か
り
ま

す
。 

五
十
五
年
か
ら
推
進 

水
田
一
枚
の
面
積
を
三
〇
㌃
（
約
三
反
歩
）
に
す
る
三
郷
村
の
圃
場
整

備
事
業
は
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
七
日
市
場
は
四
十
八

年
の
調
査
で
同
意
率
が
低
く
、
五
十
年
推
進
委
員
会
を
解
散
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
五
十
五
年
に
、

南
部
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
と
し
て
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
整
備
さ
れ
ま
し
た
。  



「七
日
市
場
の
歴
史
（第
三
十
七
回
）」 

昭
和
後
期
の
七
日
市
場
② 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 

圃
場
整
備
の
範
囲 
七
日
市
場
が
入
る
南
部
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
は
、
役
場
前
の
村
道
よ
り
南

の
地
域
で
、
他
に
野
沢
・
下
長
尾
と
一
日
市
場
・
上
長
尾
の
大
部
分
、
二
木
の
一
部
を
含
む
約
三
五
〇

町
歩
で
し
た
。
事
業
着
工
は
昭
和
五
十
九
年
で
、
竣
工
は
平
成
十
一
年
で
し
た
。 

推
進
委
員
会
を
結
成 

区
で
は
五
十
五
年
、
こ
の
大
き
な
事
業
の
推
進
に
、
一
二
の
隣
組
よ
り
各
一

人
の
他
、
村
会
議
員
・
農
業
委
員
・
農
協
惣
代
・
土
地
改
良
区
委
員
（
堰
惣
代
）
・
農
家
実
行
組
合
長

代
表
・
区
長
の
計
二
二
人
で
推
進
委
員
会
（
会
長
三
澤
寅
隆
）
を
結
成
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
役
場
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
参
加
す
る
水
田
の
地
番
等
を
調
査
し
、
約
九
十
㌫
の

参
加
率
で
し
た
。
翌
年
に
は
、
推
進
委
員
会
を
圃
場
整
備
事
業
委
員
会
に
組
織
替
え
し
て
推
進
し
ま
し

た
。 区

民
の
深
い
理
解
で 

た
だ
実
行
に
は
、
先
祖
か
ら
受
け
継
ぎ
親
し
ん
で
き
た
土
地
の
交
換
分
合
、

費
用
も
受
益
者
は
一
七
・
五
㌫
を
負
担
す
る
こ
と
な
ど
、
大
変
な
難
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

受
益
者
と
事
業
委
員
会
が
何
回
も
話
し
合
い
を
重
ね
て
推
進
し
、
水
田
は
整
然
と
し
た
区
画
に
な
り
、

大
型
農
機
に
よ
る
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

総
合
整
備
計
画
も 

な
お
、
五
十
五
年
か
ら
は
三
郷
村
農
村
総
合
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、
基
幹
と

な
る
事
業
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
七
日
市
場
で
は
、
各
隣
組
で
意
見
集
約
を
し
て
要
望
を
ま
と
め
、
五

十
六
年
に
次
の
事
業
が
指
定
さ
れ
翌
年
着
工
さ
ま
し
た
。
・
横
沢
堰
・
及
木
堰
の
集
落
内
を
三
面
コ
ン

ク
リ
ー
ト
張
り
に 

・
宮
下
商
店
か
ら
北
へ
三
峰
様
前
ま
で
の
道
路
を
四
㍍
幅
に 

・
千
国
道
（
竹
内

宅
か
ら
観
音
原
）
を
五
㍍
幅
に 

豊
か
な
環
境
を 

二
つ
の
事
業
で
地
域
の
環
境
は
整
備
さ
れ
、
省
力
化
の
農
業
生
産
も
進
み
ま
し
た

が
、
風
情
あ
る
田
園
の
景
観
は
失
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
現
存
す
る
景
観
を
守
り
な
が
ら
、
農
業
や

生
活
の
進
展
を
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

整備された及木堰 

 

 



「

七
日
市
場
の
歴
史
（第
三
十
八
回
）」 

昭
和
後
期
の
七
日
市
場
③ 
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焼
却
場
建
設
の
動
き 
昭
和
後
期
の
七
日
市
場
に
お
い
て
の
大
き
な
動
き
に
、
ご
み
焼
却
場
の
建
設

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
十
一
月
、
七
日
市
場
の
南
方
梓
川
河
川
敷
の
氷
室
地
区
（
現
老
人
福

祉
施
設
「
サ
ル
ビ
ア
」
周
辺
）
に
、
一
市
一
町
六
か
村
（
松
本
市･

波
田
町
・
山
形
村
・
梓
川
村
・
安
曇

村
・
奈
川
村
・
堀
金
村
・
三
郷
村
）
の
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
が
、
ご
み
焼
却
場
を
建
設
す
る
と
の

動
き
が
浮
上
し
て
き
た
の
で
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
数
年
前
か
ら
広
域
行
政
で
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
梓
川

村
の
花
見
・
下
立
田
・
岩
岡
等
予
定
地
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
地
区
又
は
周
辺
住
民
に

反
対
さ
れ
、
転
々
と
し
た
結
果
、
氷
室
地
区
が
有
力
候
補
地
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
の
で
す
。 

 

耕
地
集
会
で
反
対
決
議 

今
ま
で
は
他
人
ご
と
と
し
て
い
た
七
日
市
場
区
民
も
、
隣
地
に
設
置
が
浮

上
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

と
の
可
否
に
つ
い
て
区
民
の
総
意
を
も
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
五
十
年
五
月
十
七
日
に
村
役
場

と
の
話
し
合
い
と
耕
地
集
会
を
併
せ
て
開
き
ま
し
た
。 

 

村
か
ら
は
助
役
・
村
議
会
議
長
・
保
健
衛
生
課
長
が
出
席
し
、
「
ご
み
焼
却
場
を
氷
室
地
区
に
設
置

す
る
予
定
で
事
業
計
画
が
進
ん
で
い
る
の
で
賛
成
し
て
ほ
し
い
」
「
規
模
は
予
算
額
一
五
億
円
、
毎
日

三
〇
ト
ン
を
二
基
で
焼
却
、
二
四
時
間
焼
き
続
け
公
害
に
な
ら
な
い
」
「
皆
さ
ん
全
員
が
不
賛
成
な
ら

設
置
出
来
な
い
と
思
う
が
、
公
共
的
見
地
か
ら
必
要
性
を
理
解
し
て
賛
成
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
趣
旨

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

し
か
し
、
総
会
出
席
区
民
は
、
そ
ろ
っ
て
反
対
を
唱
え
、
「
七
日
市
場
区
民
を
挙
げ
て
反
対
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
決
議
し
、
至
急
、
対
策
委
員
会
を
結
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

「サルビア」と周辺地 



「

七
日
市
場
の
歴
史
（第
三
十
九
回
）」 

昭
和
後
期
の
七
日
市
場
④ 
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（
ご
み
焼
却
場
問
題
つ
づ
き
） 

 

対
策
委
員
会
の
結
成 

耕
地
集
会
の
決
議
に
そ
っ
て
の
対
策
委
員
会
は
、
各
隣
組
〈
当
時
は
一
七
組
）
一

人
の
委
員
と
村
議
会
議
員
・
農
業
委
員
・
衛
生
委
員
・
農
協
惣
代･

消
防
団
長
・
青
年
団
長
・
婦
人
会
正
副

会
長
・
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
耕
地
総
代
な
ど
四
〇
人
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。 

 

反
対
運
動
の
経
過 

第
一
回
の
委
員
会
は
五
月
二
十
八
日
に
開
か
れ
て
、
各
隣
組
の
意
見
集
約
が
行
わ
れ
、

全
隣
組
が
反
対
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
反
対
運
動
を
地
区
あ
げ
て
進
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
の
後
の
主
な
動
き
を
記
し
ま
す
。 

о

九
月
十
八
日
、
委
員
会
と
西
環
組
合
と
話
し
合
う
が
、
意
見
は
並
行
で
解
散
。
そ
の
後
も
た
び
た
び
話
し

合
う
が
両
者
の
意
見
は
並
行
。
こ
の
頃
、
氷
室
・
真
々
部
に
も
反
対
期
成
同
盟
会
が
で
き
る
。 

о

五
十
一
年
四
月
、
建
設
に
反
対
す
る
七
日
市
場
・
真
々
部
、
氷
室
の
一
部
反
対
者
で
三
地
区
共
闘
会
議
を

結
成
。 

о

七
月
十
二
日
、
共
闘
会
議
は
約
二
〇
〇
人
を
動
員
し
、
組
合
の
常
設
委
員
会
会
場
前
（
梓
川
役
場
前
）
で

抗
議
集
会
を
開
き
座
り
込
む
。 

о

七
月
十
四
日
、
西
環
組
合
会
議
会
議
長
に
建
設
白
紙
撤
回
の
要
望
書
を
提
出
。 

о

九
月
二
十
五
日
、
築
堤
問
題
に
つ
い
て
、
西
環
組
合
・
千
曲
川
工
事
事
務
所
・
共
闘
会
議
の
話
し
合
い
。

（
焼
却
場
建
設
に
は
、
予
定
地
の
北
東
側
に
築
堤
が
必
要
に
な
る
｛
※
左
の
地
図
参
照
｝。
河
川
敷
の
築

堤
の
た
め
に
所
管
の
建
設
省
千
曲
川
工
事
事
務
所
が
話
し
合
い
に
参
加
） 

 

見
張
り
小
屋
を 

о

十
一
月
二
十
一
日
、
共
闘
会
議
は
、
建
設
予
定
地
の
隣
の
水
田
に
「
見
張
り
小
屋
」
を
建
て
る
。
以
後
、

三
地
区
よ
り
毎
日
数
人
が
交
代
で
詰
め
る
。 

 
 

         

太田藤一郎「ごみ焼却場予定地  

及び築堤略図」による 

 



「

七
日
市
場
の
歴
史
（第
四
十
回
）」 

昭
和
後
期
の
七
日
市
場
⑤ 
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(

ご
み
焼
却
場
の
問
題
つ
づ
き
） 

反
対
運
動
活
発
に 

十
二
月
十
二
日
、
三
地
区
の
共
闘
会
議
は
、
建
設
予
定
地
堤
防
上
で
反
対
集
会
を
開

き
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
反
対
者
は
堤
防
上
で
「
生
命
を
売
る
な
」
「
絶
対
阻
止
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
て
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。 

年
を
越
し
た
五
十
二
年
一
月
二
十
八
日
、
建
設
省
千
曲
川
工
事
事
務
所
は
、
建
設
予
定
地
の
築
堤
工
事
を

始
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
地
区
共
闘
会
議
の
実
力
阻
止
に
あ
い
、
工
事
は
延
期
さ
れ
ま
し
た
。 

調
停
団
が
仲
介
に 

こ
の
よ
う
な
両
者
の
対
立
を
み
て
、
時
の
耳
塚
・
北
沢
両
県
会
議
員
と
上
條
豊
科
町

長
が
混
乱
を
打
開
し
よ
う
と
調
停
に
入
り
ま
し
た
。
調
停
の
内
容
は
「
西
部
ご
み
焼
却
場
の
建
設
と
切
り
離

し
て
、
築
堤
工
事
を
進
め
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
四
月
二
日
、
西
部
環
境
組
合
と
三
地
区
共
闘
会
議
の
間
で

協
定
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

堤
は
完
成
し
た
が 

調
停
に
よ
り
建
設
省
千
曲
川
事
務
所
は
、
四
月
三
十
日
築
堤
工
事
を
始
め
、
九
月
末

で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
調
停
団
の
仲
介
に
よ
り
西
部
環
境
組
合
と
三
地
区
の
共
闘
会
議
の
話
し
合
い
は
再

開
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
以
後
、
五
十
五
年
七
月
三
日
ま
で
、
六
回
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
両

者
の
見
解
は
平
行
線
で
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
間
、
梓
川
花
見
地
区
に
適
当
な
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
が
、
隣
区

の
反
対
で
断
念
し
氷
室
地
区
に
戻
り
ま
し
た
。 

村
で
も
対
策
会
議
を 

村
で
は
五
十
六
年
四
月
二
十
日
、
三
郷
村
ご
み
対
策
研
究
会
議
を
発
足
さ
せ
、

ご
み
設
地
の
期
限
切
れ
も
あ
り
、
収
集
ご
み
の
処

理
な
ど
の
打
開
策
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
村
内
で
も
上
長
尾
・
東
小
倉
・
楡
・
北
小
倉

な
ど
の
予
定
地
を
探
し
ま
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、

六
十
三
年
一
月
、
ご
み
焼
却
場
の
問
題
は
終
息
し

ま
し
た
。 

 

 

『三郷村誌』より 



「七
日
市
場
の
歴
史
（第
四
十
一
回
）」 

続 

昭
和
期
の
七
日
市
場
① 
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和 

 

 

太
平
洋
戦
争
か
ら 

こ
の
頃
「
七
日
市
場
の
歴
史
を
学
ぶ
会
」
で
は
、
戦
争
か
ら
学
ぶ
を
テ
ー
マ
に
、
戦

没
者
の
事
実
を
基
に
学
習
し
ま
し
た
。
七
日
市
場
の
戦
没
者
は
、
『
三
郷
村
誌Ⅱ

』
等
か
ら
は
現
在
十
八
名

で
す
。
今
回
は
そ
の
内
の
四
名
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
一
名
の
宮
坂
靖
夫
さ
ん
は
、
第
二
十
四
回
（
第
二

十
九
号
）
に
記
し
ま
し
た
の
で
、
他
の
三
名
を
紹
介
し
ま
す
。
は
じ
め
に
丸
山
さ
ん
で
す
。 

 

比
島
で
の
丸
山
さ
ん 

二
十
三
歳
の
丸
山
峰
男
さ
ん
は
、
陸
軍
航
空
隊
の
気
象
部
に
属
し
、
三
重
県
か
ら

比
島
に
移
動
し
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
六
月
に
伊
勢
を
出
発
、
門
司
、
台
湾
を
経
て
七
月
マ
ニ
ラ
港
に
着
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
月
十
七
日
「
白
鹿
丸
」
（
八
一
五
二
総
ト
ン
）
に
、
丸
山
さ
ん
ら
気
象
部
約
一
六
五

人
を
含
む
、
約
三
千
八
百
人
が
乗
船
し
て
サ
イ
ゴ
ン
に
向
か
い
ま
し
た
。 

マ
ニ
ラ
が
空
襲
必
至
の
報
に
よ
り
、
九
隻
の
船
団
を
組
み
出
航
し
た
の
で
す
。
こ
の
時
は
、
す
で
に
制
海
・

制
空
権
と
も
に
敵
の
手
中
に
あ
り
、
船
団
は
敵
の
魚
雷
の
集
中
攻
撃
を
受
け

ま
し
た
。
「
白
鹿
丸
」
は
機
関
部
に
魚
雷
２
発
を
受
け
、
南
方
軍
気
象
部
は

一
三
名
即
死
。
そ
の
後
、
乗
組
員
は
ボ
ー
ト
、
い
か
だ
に
乗
り
避
難
を
し
ま

す
が
、
豪
雨
の
た
め
波
が
高
く
、
運
航
は
難
航
し
、
日
没
後
「
白
鹿
丸
」
は

沈
没
。
こ
の
時
の
生
存
者
は
二
三
人
で
、
気
象
部
は
三
名
と
言
わ
れ
ま
す
。

丸
山
さ
ん
は
こ
の
時
に
若
く
し
て
戦
没
さ
れ
ま
し
た
。
家
へ
の
便
り
か
ら 

丸
山
さ
ん
は
長
男
で
、
三
人
の
弟
が
い
ま
し
た
。
三
人
宛
て
に
「
父
さ
ん
に

無
理
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
働
く
こ
と
だ
ね
」
と
伝
え
、
次
弟
の
愛
人
さ
ん
宛

て
に
は
「
仕
事
と
同
時
に
勉
強
も
頑
張
っ
て
」
と
励
ま
し
て
い
ま
す
。
父
宛

て
に
は
「
夏
蚕
に
秋
蚕
に
忙
し
い
事
と
存
じ
ま
す
。
本
年
の
作
物
の
状
態
は

如
何
で
す
か
」
と
、
収
穫
を
気
遣
う
家
族
へ
の
思
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
三
重
を
発
つ
時
、
遺
髪
・
爪
を
送
っ
た
と
思
わ
れ
る
封
筒
が
あ
り
、

死
を
覚
悟
し
て
出
発
し
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

 

白鹿丸 



「七
日
市
場
の
歴
史
（第
四
十
二
回
）」 

続 

昭
和
期
の
七
日
市
場
② 
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「
戦
争
か
ら
学
ぶ
」
の
二
回
目
で
す
。 

航
空
科
に
入
る
萩
原
さ
ん 
萩
原
國
治
さ
ん
は
、
昭
和
十
一
年
三
月
長
野
県
蚕
業
試
験
場
松
本
支
場
を
卒

業
し
て
、
同
支
場
で
後
輩
を
熱
心
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
十
二
歳
の
昭
和
十
五
年
一
月
横
須

賀
海
兵
団
の
航
空
科
に
志
願
し
て
入
り
ま
し
た
。
航
空
科
に
入
っ
て
十
カ
月
程
の
十
一
月
二
十
日
、
兄
龍
弥

さ
ん
宛
て
に
次
の
葉
書
を
出
し
て
い
ま
す
。
（
要
旨
） 

・ 

激
励
の
手
紙
有
難
く
拝
見
。 

・ 

軍
人
と
し
て
立
志
し
た
の
で
、
如
何
な
る
困
難
に
も
打
勝
っ
て
、
初
志
貫
徹
に
邁
進
す
る
覚
悟
。 

・ 

兄
弟
三
人
の
分
ま
で
の
責
任
は
大
。
兄
上
の
御
恩
に
報
い
る
唯
一
の
チ
ャ
ン
ス
。 

・ 

身
は
如
何
に
海
底
の
藻
屑
と
化
し
て
も
大
君
の
為
な
ら
ば
最
大
の
名
誉
、
喜
び
勇
ん
で
働
け
る
。 

・ 

順
調
に
い
け
ば
神
様
と
し
て
九
段
の
花
と
も
咲
く
こ
と
が
出
来
る
。 

・ 

あ
ゝ
我
最
大
の
幸
福
な
り
。
（
後
略
） 

き
ち
ん
と
し
た
字
で
書
か
れ
た
葉
書
か
ら
、
萩
原
さ
ん
が
軍
人
と
し
て
志
し
、
覚
悟
を
も
っ
て
真
剣
に

日
々
の
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。「
海
底
の
藻
屑
と
化
し
て
も
大
君
の
為
な
ら
最
大
の

名
誉
、
喜
び
勇
ん
で
働
け
る
」
と
も
あ
り
、
戦
い
に
向
か
う
若
い
純
粋
な
気
持
ち
に
打
た
れ
ま
す
。 

千
島
列
島
で
戦
死
を 

萩
原
さ
ん
は
、
十
七
年
に
千
島
列
島
に
移
動
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
自
分
が
操
縦

す
る
飛
行
機
で
、
生
家
や
豊
科
（
細
萱
）
に
あ
る
母
親
の
実
家
等
の
上
空
を
旋
回
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
戦

地
へ
の
気
持
ち
で
家
族
等
に
別
れ
を
告
げ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
十
九
年
八
月
二
日
二
十
六
歳
で
戦
死
し
ま

す
。
戦
死
の
詳
し
い
場
所
や
様
子
は
不
明
で
、
二
十
一
年
二
月
に
届
い
た
白
木
の
箱
に
は
、
英
霊
と
だ
け
が

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

学
習
会
で
資
料
や
写
真
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
た 

甥
の
秀
彌
さ
ん
が
、
「
き
ょ
う
は
い
い
供
養
の
場 

に
も
な
り
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
心
に
し 

み
ま
し
た
。 

 

  

 

  訓練の一場面 



「七
日
市
場
の
歴
史
（第
四
十
三
回
）」 

続 

昭
和
期
の
七
日
市
場
③ 
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「
戦
争
か
ら
学
ぶ
」
三
回
目
で
す
。 

中
国
で
亡
く
な
っ
た
布
山
さ
ん 

 

布
山
丑
雄
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年
一
月
二
十
九
日
中
国
新
城
県

小
蘆
督
付
近
の
戦
闘
で
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。
行
年
三
十
三
歳
で
し
た
。 

布
山
さ
ん
は
、
昭
和
十
四
年
一
月
、
松
本
連
隊
補
充
隊
に
入
隊
し
、
幹
部
候
補
生
と
し
て
同
十
五
年

六
月
に
盛
岡
陸
軍
予
備
士
官
学
校
を
卒
業
し
て
見
習
士
官
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
八
月
に
は

征
途
に
上
り
、
北
支
の
燕
京
周
辺
の
防
衛
の
任
務
に
当
た
り
ま
し
た
。 

そ
れ
以
来
、
第
一
線
部
隊
の
小
隊
長
と
し
て
各
地
を
転
戦
さ
れ
ま
し
た
。
京
漢
作
戦
に
お
い
て
は
、

旅
団
の
幕
僚
と
し
て
参
加
さ
れ
、
洛
陽
の
攻
撃
に
は
兵
器
弾
薬
の
補
給
等
の
任
務
や
指
令
部
直
属
の
警

備
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
河
北
省
新
城
県
付
近
の
討
伐
に
従
事
し
た
の
で
し
た
。 

戦
死
の
報
告
の
時 

 

戦
死
の
報
告
に
は
二
十
年
二
月
、
部
下
三
人
が
自
宅
に
見
え
ら
れ
ま
し
た
。

甥
の
幹
夫
さ
ん
は
小
学
校
三
年
生
で
、
当
時
を
思
い
出
さ
れ
な
が
ら
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

遺
骨
は
な
く
、
遺
品
と
し
て
戦
闘
帽
、
サ
ー
ベ
ル
、
血
染
め
の
軍
服
な
ど
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
丑
雄

伯
父
は
戦
闘
の
先
に
立
っ
て
進
ん
だ
時
、
戦
死
を
し
た
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
戦
闘
帽
や
軍
服
に
は
銃

弾
の
あ
と
が
は
っ
き
り
見
え
、
戦
争
の
怖
さ
を
感
じ
た
と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

報
告
は
祖
父
母
や
父
が
気
丈
に
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
に
な
っ
て
思
い
出
す
と
無
念
な
思
い
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

布山丑雄さん墓 



「七
日
市
場
の
歴
史
（第
四
十
四
回
）」 

続 

昭
和
期
の
七
日
市
場
④ 
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二
つ
の
火
の
見
櫓
撤
去 

今
年
七
月
六
日
、
七
日
に
藤
ノ
木
と
中
木
戸
に
あ
っ
た
火
の
見
櫓
が
撤
去
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
二
十
六
年
十
一
月
九
日
、
公
民
館
横
に
あ
っ
た
火
の
見
櫓
の
撤
去
に
続
く
も
の
で
す
。 

こ
れ
は
、
市
が
二
十
七
年
五
月
七
日
か
ら
緊
急
・
災
害
時
等
に
は
、
市
民
に
情
報
を
行
政
無
線
で
的
確
か

つ
迅
速
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
、
公
民
館
横
に
は
、
火
の
見
櫓
と
半
鐘(

以
後
鐘)

に
変
わ
っ
て
無
線
放
送
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
撤
去
さ
れ
た
藤
ノ
木
と
中
木
戸
の
二
つ
の
鐘
は
、
公
民
館
横
の
高
さ
五
二
㌢
の
も
の
よ
り
や
や
小

さ
く
、
大
き
さ
は
直
径
三
五
㌢
、
高
さ
四
五
㌢
で
す
。 

櫓
と
鐘
の
歴
史
か
ら 

今
回
の
機
会
に
櫓
や
鐘
の
歴
史
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
大
正
十
五
年
に
鐘
二
個
を
購

入
し
、
藤
ノ
木
と
上
真
々
部
東
村
に
付
け
た
と
あ
り
ま
す
。
公
民
館
横
は
そ
れ
以
前
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
大
戦
後
の
昭
和
二
十
五
年
に
は
、
音
響
の
よ
い
鐘
に
変
更
し
、
三
十
年
に
は
三
か
所
の
火
の
見
櫓
に

外
灯
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
五
年
に
、
公
民
館
の
火
の
見
櫓
を
鉄
骨
に
建
て
替
え
、
昭

和
五
十
一
年
に
は
南
部
（
藤
の
木
）
と
北
部
（
中
木
戸
）
で
鉄
骨
に
建
て
替
え
を
し
ま
し
た
。 

北
部
の
櫓
の
位
置 

北
部
の
火
の
見
櫓
は
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
上
真
々
部
東
村
（
上
か
ら
の
松
本
道
が

中
萱
堰
に
接
す
る
手
前
南
）
と
西
木
戸
の
観
音
原
二
か
所
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
時
期
は
不
明
で
す

が
、
中
木
戸
一
か
所
に
な
り
ま
し
た
。
中
木
戸
に
は
一
時
期
ポ
ン
プ
小
屋
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
撤
去

と
火
の
見
櫓
の
移
動
等
が
関
係
す
る
か
な
ど
は
、
今
後
の
課
題
で
す
。 

鐘
や
板
木
に
感
謝 

大
正
・
昭
和
・
平
成
と
続
い
た
火
の
見
櫓
や
鐘
が
役

割
を
終
了
し
ま
し
た
。
藤
ノ
木
で
は
鐘
と
板
木
を
組
合
倉
庫
に
、
中
木
戸

の
鐘
は
、
萩
原
秀
彌
さ
ん
の
倉
庫
軒
下
に
吊
し
保
存
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

鐘
は
、
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
っ
て
き
た
こ
と
を
語
っ
て
く

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
お
出
掛
け
の
折
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 



 

 

「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
四
十
五
回
）
」 

 
 
 

平
成
期
の
七
日
市
場
① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

曽
根
原 

孝
和 

人
口
増
加
の
七
日
市
場 

七
日
市
場
の
五
月
一
日
現
在
の
人
口
は
、
一
、
六
六
七
人
で
す
。
明
治
元

年
（
一
八
六
八)
の
人
口
は
四
七
五
人
で
、
世
帯
数
は
一
〇
〇
戸
で
し
た
の
で
、
驚
き
の
数
字
で
す
。

昭
和
三
十
年
以
降
で
は
、
全
体
的
に
増
加
を
続
け
、
最
近
は
や
や
減
少
気
味
で
す
。 

 

急
増
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
二
つ
の
山
が
あ
り
ま
す
。
一
番
の
山
は
、
昭
和
五
十
五
年(

一

九
八
〇)

で
五
年
前
に
く
ら
べ
て
三
八
㌫
の
増
加
率
を
示
し
、
二
番
の
山
は
、
平
成
一
二
年
で
一
七

㌫
の
増
加
率
を
示
し
て
い
ま
す
。 

松
本
に
近
く
交
通
が
便
利 

七
日
市
場
の
高
い
人
口
増
加
率
の
理
由
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
重

な
り
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
主
な
こ
と
は
、
昭
和
四
十
一
年(

一
九
六
六)

の
新
産
業
都
市

事
業
の
促
進
に
関
係
し
て
、
広
々
と
し
た
土
地
や
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
松
本
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
の
立
地
条
件
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
四
十
五
年
か
ら
米
の

生
産
調
整
が
始
ま
っ
た
こ
と
や
他
の
区
よ
り
構
造
改
善
事
業
が
遅
れ
、
農
地
の
住
宅
地
へ
の
転
用
が

図
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

特
に
松
本
市
に
近
く
、
大
糸
線
や
国
道
な
ど
に
も
近

く
、
交
通
の
便
が
よ
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

み
ど
り
ケ
丘
団
地
・
ア
パ
ー
ト 

堰
下
地
区
北
西
の
住
宅
地
（
み
ど
り
ケ
丘
団
地
）
は
、
一
日
市
場

の
飛
び
地
的
な
場
所
で
、
七
日
市
場
と
の
境
界
に
当
た
り
、
生
活
圏
は
七
日
市
場
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
四
十
九
年
か
ら
一
日
市
場
と
会
議
を
重
ね
、
住
民
の｢

七
日
市
場
に｣

と
い
う
要
望
を
大

事
に
し
な
が
ら
、
五
十
三
年
に
七
日
市
場
へ
の
帰
属
が
円
満
に
解
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
一

番
の
山
に
関
係
し
て
い
る
と
も
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
昭
和
末
年
こ
ろ
よ
り
個
人
住
宅
の
建
設
の
ほ
か
に
ア
パ
ー
ト
建
設
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
こ
と
も
人
口
増
加
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

北
部
の
櫓
の
位
置 

北
部
の
火
の
見
櫓
は
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
上
真
々
部
東
村
（
上
か
ら
の
松

本
道
が
中
萱
堰
に
接
す
る
手
前
南
）
と
西
木
戸
の
観
音
原
二
か
所
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
時

期
は
不
明
で
す
が
、
中
木
戸
一
か
所
に
な
り
ま
し
た
。
中
木
戸
に
は
一
時
期
ポ
ン
プ
小
屋
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
、
そ
の
撤
去
と
火
の
見
櫓
の
移
動
等
が
関
係
す
る
か
な
ど
は
、
今
後
の
課
題
で
す
。 

 

　　七日市場の人口・世帯数
(昭和30年～平成30年）

年 世帯数 人口 人口増加率

戸 人 ％

昭和30 120 608

35 113 547 -10.0

40 145 603 10.2

45 160 647 7.3

50 176 687 6.2

55 254 947 37.8

60 287 1,050 10.9

平成2 326 1,171 11.5

7 387 1,317 12.5

12 478 1,542 17.1

17 554 1,663 7.8

22 617 1,748 5.1

27 650 1,747 -0.06

30 647 1,667

　人口増加率は5年前との比較 


